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研 究 内 容 ●膵上皮内癌から浸潤癌への進展に関わる分子機序の解明
膵癌は正常上皮から上皮内癌を経て生じる
悪性腫瘍です。私は上皮内癌と浸潤癌のゲ
ノム異常を比較することで、浸潤に関わる
ゲノム異常と責任遺伝子を同定し、それに
伴って活性化するMAPキナーゼ経路が有望
な治療標的となりうることを報告しました 
(論文#1, 2)。
●MAPキナーゼ阻害薬の耐性化関連分子を
標的とした新規治療法の開発
膵癌はMAPキナーゼ経路依存性腫瘍であるにもかかわらず、MAPキナーゼ阻害薬に対して強い抵抗
性を示します。私は抵抗性に関わる分子を同定し、その分子の機能を抑制することでMAPキナーゼ
阻害薬の感受性が改善することを証明しました (paper in preparation)。現在、膵癌の新規治療法
の開発に向けた基礎研究を進めています。
●大腸癌の進展に関わる分子機序の解明
大腸癌の深達度や転移は重要な予後規定因子です。これらの悪性形質に関わる分子を同定して、バ
イオマーカーおよび治療標的としての有用性を報告しました(論文#3, 4, 5)。現在、臨床講座と協力
して新規診断法と治療法の開発を目指しています。
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